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11月 9日からアルピコ交通とヤマト運輸が「客貨混載」をスタート 

～長野県松本市安曇地域を運行する路線バスで宅急便の荷物を輸送～ 

 

アルピコ交通株式会社（ 本社（ 長野県松本市、代表取締役社長（ 三澤 洋一）とヤマト運輸株式会社（ 本

社 東京都中央区、代表取締役社長 栗栖 利蔵）は、2020 年 11 月 9 日から、路線バス網の維持およ

び物流効率化、環境保全を目的として、長野県松本市安曇地域で（ 客貨混載」を開始します。なお本事業

は11月4日に客貨混載として長野県初の物流総合効率化法による流通業務総合効率化計画の認定を受け

ています。 

 

記 

 

１．背景および目的 

アルピコ交通は長野県松本市から上高地までの路線バスを運行しています。上高地付近では環境保護

のため一般車両の乗り入れが制限されており、路線バスは観光客および地域住民の重要な交通インフ

ラとなっています。その一方で地域の住民が減少するなど、路線維持のための収益確保が課題となっ

ています。 

ヤマト運輸は、松本市安曇地域 奈川、白骨、乗鞍、上高地）において 4台のトラックを活用し宅急

便の集荷や配達をしています。その中で白骨地区のセールスドライバー 以下 SD」）がその日の午

後に安曇地域で配達する荷物を宅急便センターで受け取るために約 70ｋｍの距離を往復しており、お

客さまへのサービス提供時間の減少が課題となっています。 

双方の課題解決に向け、11月 9日から路線バスのトランクスペースを活用し荷物を輸送する 客貨混

載」を開始します。 

アルピコ交通は新たな収入源を、ヤマト運輸は SDの地域滞在時間を増加させお客様のサービス品質

の向上を図りつつ、CO2排出量を削減し環境保全に貢献します。 

 

２．取り組み内容 

 【フロー図】 

 

 

 

 

 

 



 １） ヤマト運輸が奈川、上高地、乗鞍、白骨地域のお客さまに配達する荷物を、アルピコ交通（新島々

営業所へ持ち込み、路線バスへ積み込む。 

 ２） 路線バスがお客さまと宅急便を乗せて（ 新島々」バス停を出発し、（ 奈川渡ダム」バス停へ到着

後、待機していたヤマト運輸 SDに荷物を引き渡す。 

 ３） 路線バスから受け取った荷物を、ヤマト運輸 SDが各地域のお客様に配達する。 

 

３．メリット 

  １）地域のお客さま 

  ・地域の交通インフラである路線バスの安定的な維持 

・ヤマト運輸 SDの地域滞在時間が増えることによるサービス向上 

 ２）アルピコ交通 

・車内スペースを有効に活用することによる新たな収入源の確保 

 ３）ヤマト運輸 

 ・走行時間の削減による業務効率化およびサービス向上 

・走行距離の減少による燃料費・CO2 排出量の削減 

 

４．物流総合効率化法の認定について 

 本事業は 11 月 4日 水）に北陸信越運輸局長から客貨混載として長野県で初の物流総合効率化法の

認定を受けています。 

 

５．出発式の実施について 

2020年 11月 9日 月）13:15よりアルピコ交通 新島々営業所にて出発式を開催しました。 

 

 

 左から、ヤマトグループキャラクター クロネコ」、ヤマト運輸 宮坂主管支店長、小林支社長 

北陸信越運輸局 小池次長、アルピコ交通株式会社 三澤社長、二條支社長 

ヤマトグループキャラクター シロネコ」  

※2020年 11月 11日更新 



６．今後の展開について 

今後両社が連携して、長野県内における地域・社会の活性化および両社サービス向上にむけた検討を

進めてまいります。 

 

以 上 

【本ニュースリリースに関するお問い合わせ】 

アルピコ交通株式会社 運行管理部 

TEL 0263-26-7330 

ヤマト運輸株式会社 広報戦略担当 

TEL 03-3541-3411   mail koho@kuronekoyamato.co.jp 

mailto:koho@kuronekoyamato.co.jp

